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これまでの経緯 

未曽有の甚大な被害をもたらした東日本大震災における政府の対応を検証し、同大震

災の教訓の総括を行うとともに、首都直下地震や東海・東南海・南海地震（いわゆる「三

連動地震」）等の大規模災害や頻発する豪雨災害に備え、防災対策の充実・強化を図る

ことを目的に設置された中央防災会議の専門調査会「防災対策推進検討会議（平成 23

年 10 月設置）」から、平成 24 年７月に、最終報告が示された。 

この最終報告では、災害発生時対応に向けた備えの強化として、「職員の派遣・研修

を含む地方公共団体との連携」、「国・地方の人材育成・連携強化」、「政府の防災部門と

地方との人事交流の機会の拡充」等を図るべきとの提言がなされた。 

この提言を受け、内閣府政策統括官（防災担当）は、平成 25 年度より国や地方公共

団体等の職員を対象として、危機事態に迅速・的確に対処できる人材や国と地方のネッ

トワークを形成できる人材の育成を図るために「防災スペシャリスト養成研修」に取り

組むとともに、災害対応に資する人材育成の方法などの「防災スペシャリスト養成研修」

の運営全体について検討するための機関として、「防災スペシャリスト養成研修」企画

検討会（以下、「企画検討会」という。）を設置した。 

本企画検討会では、適切かつ効果的な研修を実現するために、インストラクショナル

デザインの考え方を用いて検討することとした。 

インストラクショナルデザインとは、それぞれの環境において高い教育効果をあげる

教育活動を設計するための方法であり、米軍を始め多くの実務教育場面で活用されてい

る。インストラクショナルデザインでは、学習者が身につけるべき知識・技能・態度を

効率的・効果的に習得するために、学習目標（＝研修・訓練修了時に学習者が獲得して

いる能力）を設定することが重視される点に特徴がある。 

インストラクショナルデザインには様々な理論やモデルが存在するが、代表的なもの

に、教育や教材の設計プロセスの手順を示した基本的なモデル「ADDIE（アディー）モ

デル」がある。ADDIE モデルは、以下の５つの手順（プロセス）をサイクルとして、研

修・訓練やテキストなどの教材等を設計・開発し、改善を図るものである。 

① 「分析」（研修の目的や要件を洗い出し、必要とされる能力（コンピテンス）を明

らかにする） 

② 「設計」（学習目標の設定、教材やツール等の要件定義をする） 

③ 「開発」（要件定義に基づき、研修で用いる教材やツールを開発する） 

④ 「実施」（教材やツールを利用した実際の研修を実施する） 

⑤ 「評価」（研修全体や教材などの問題点を洗い出し、改善を行う） 
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図１ ADDIE（アディー）モデルを用いた研修内容の検討 

 

防災スペシャリスト養成研修の検討にあたっては、ADDIE モデルのサイクルを基本と

し、国・都道府県・市町村の職員を対象にした研修のカリキュラムや教材等を設計・開

発し、実研修等で実際に用い、その結果を検討にフィードバックして継続的に改善を図

っていくこととした。また、適宜、その他のインストラクショナルデザインの理論やモ

デル等を参考にしながら、各種課題に取り組むこととした。 

 

平成 25 年度の企画検討会においては、「危機事態に迅速・的確に対応できる人」と

「国・地方のネットワークを形成できる人」を「防災スペシャリスト」に求める人材像

とし、そのような人材を育てるための学習項目を整理するとともに、それらを基に「防

災スペシャリスト養成研修」の研修コースを設定した。また、「防災スペシャリスト養

成研修」全体の学習項目の整理にあたっては、「活動の前提」の観点から必要な能力を

整理するとともに、防災基本計画に基づき「防災スペシャリスト」が実施する防災活動

を 26 に整理し、それぞれごとに「活動遂行能力」の観点から必要な能力と、それらの

能力を身につけるための学習すべき項目及び内容を設定した。 

個別の研修コースの設定にあたっては、「本部運営の中枢的役割を担う職員」、「個別

課題の対応に専門的に従事する職員」、「防災部門への新任職員」を対象に、各対象が身

につけるべき能力を踏まえて、「活動の前提」及び「活動遂行能力」を身につけるため

の学習項目から、各研修に必要な学習項目を選択して講座の設定を行った。その結果、

有明の丘基幹的広域防災拠点施設を活用して行う研修（以下、「有明の丘研修」という。）

として、総合管理コースで、「総合」、「計画立案」、「広報」の３コース、個別対策コー

スで、「減災対策」、「訓練企画」、「警報・避難」、「避難収容・被災者支援」、「物資・物

流 広域応援」、「復旧・復興 被災者生活再建」の６コース、防災基礎コースの計 10

コースを設定するとともに、全国を９つの地方ブロックに分けて行う研修として「地域

別総合防災研修」の実施が提案された。 

これらの検討結果は、「防災スペシャリスト養成研修」企画検討会報告書（平成 26 年

３月）のとおりである。なお、同報告書では、研修を実施していく上で、標準テキスト

の整備、eラーニングの整備、人的ネットワーク形成の仕組み、能力証明の仕組みが不
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可欠であることが、今後、検討すべき課題として指摘され、平成 26 年度以降、研修の

実施と並行して検討を進めていくことが必要であることが示された。このため、平成

26 年度から新しく「防災スペシャリスト養成」企画検討会を設置し、指摘のあった課

題等の検討を行った。 

平成 26 年度においては、「有明の丘研修」のコースを、平成 25 年度に検討した防災

スペシャリストに求められる能力を効率的かつ効果的に身につけるためのコース構成

に変更し、第１期と第２期の年２回にわたって実施した。また、全国９ブロックに分け

て「地域別総合防災研修」を実施した。 

企画検討会では、前年度に整理した「身につけるべき能力の考え方」を踏まえて、防

災スペシャリストが身につけるべき能力を習得するための研修方法として、読書、eラ

ーニング、講義、演習、人的ネットワークを位置付けるとともに、研修を通じて身につ

けた能力を証明する段階や方法について検討し、個人及び組織の能力を高める仕組みに

ついて整理した。次いで、個人及び組織の能力を高める仕組みを踏まえて、防災スペシ

ャリストが実施すべき 26 の防災活動ができる職員を養成するための研修コースについ

て、26 の防災活動と身につけるべき能力の関係から、10 のコースと各コースで身につ

ける能力を設定し、有明の丘研修において実施した。また、すべての研修方法の共通基

礎となる標準テキストの作成方法や、能力証明や能力評価（自己点検）の仕組み、eラ

ーニングの段階的整備の考え方や具体的な整備・運用管理体制、参加した者同士が相互

に補完しながら能力を高める人的ネットワークの仕組みについて検討した。 

これらの検討結果は、「防災スペシャリスト養成」企画検討会報告書（平成 27 年３月）

のとおりである。なお、同報告書では、研修体系の検証・見直し等、標準テキストの構

成の整理、研修指導要領の整備、能力評価の仕組みの設定、e ラーニングの設計、人的

ネットワークの活性化といった新たな課題が指摘され、次年度以降においても検討を進

めていくことが必要であることが示された。 

平成 27 年度においては、前年度に引き続き「有明の丘研修（第１期、第２期）」及び

「地方別総合防災研修」の集合研修を実施した。また、有明の丘研修の修了生（防災基

礎コース以外）を対象とした「フォローアップ研修」を実施した。企画検討会において

は、各研修から得られた研修の企画運営に係る知見等を活用しながら、前年度に示され

た課題である研修体系の検証・見直し等、標準テキストの構成の整理、研修指導要領の

整備、e ラーニングの設計、能力評価の仕組みの設定、人的ネットワークの活性化につ

いて検討した。特に、防災スペシャリストが身につけるべき能力を身につけるための研

修のあり方について、これまでの成果を基に改めて体系的に整理することとし、第１階

層～第６階層までの各階層の考え方と内容について検討し、第３階層までの内容を確定

した。 

これらの検討結果は、「防災スペシャリスト養成」企画検討会報告書（平成 28 年３月）

のとおりである。なお、同報告書では、研修体系の検証・見直し等、標準テキストの作

成、研修指導要領の整備、e ラーニングの設計、能力評価の仕組みの設定、人的ネット
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ワークの活性化について、次年度以降においても引き続き検討を進めていくことが必要

であることが示された。 

平成 28 年度においては、前年度に引き続き「有明の丘研修（第１期、第２期）」及び

「地方別総合防災研修（９ブロック）」、「フォローアップ研修」を実施した。企画検討

会においては、各研修から得られた研修の企画運営に係る知見等を活用しながら、前年

度に示された課題である研修体系の検証・見直し等、研修指導要領の整備、標準テキス

トの構成の整理、e ラーニングの設計等について検討を進めた。特に、集合研修で行う

講義や演習で教えるべき内容について定めた講師向けの指導基準となる「研修指導要

領」については、構成、記述方法、記述内容について検討し、素案として取りまとめた。

また、より効果的な研修のあり方を検討することを目的に、新たに「防災スペシャリス

トに求められる知識体系」を整備していくこととし、その検討を開始した。 

平成 29 年度においては、前年度に引き続き「有明の丘研修（第１期、第２期）」及び

「地方別総合防災研修（９ブロック）」を実施した。企画検討会においては、各研修か

ら得られた研修の企画運営に係る知見等を活用しながら、前年度に示された課題である

研修体系の検証・見直し等、研修指導要領の整備、知識体系の整備、標準テキストの整

備、能力評価（個人/組織）の仕組みの設定、e ラーニングの開発・導入、人的ネット

ワークの活性化について検討を進めた。 

平成 25 年度～平成 28 年度の企画検討会の概要は、資料●を参照。 
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企画検討の流れ（検討の全体の流れ） 

本年度の企画検討会では、平成 28 年度の企画検討会において次年度以降の検討項

目として指摘を受けた「研修体系の検証・見直し等」、「研修指導要領の整備」、「知識

体系の整備」、「標準テキストの整備」、「能力評価（個人/組織）の仕組みの設定」、「e

ラーニングの開発・導入」、「人的ネットワークの活性化」について検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
効果的・標準的な研修のあり方を検討することを目的に、身につけるべき能力を網羅的・体系的
に可視化した 「防災スペシャリストに求められる知識体系」 の整備を開始

「防災スペシャリスト養成の仕組み」 の構築 平成28年度

標準的な研修の確立に向けた検討

研修体系の検証・見直し等

標準的な研修を確立するための各種資料等の整備

研修の効果測定として、受
講生による自己点検を目的
とした確認テストを実施

○ テスト作成の考え方を設定

○ 有明の丘（第2期）の６コース
を対象に細目積み上げ方
式でテスト実施

○作成したテストはテストバッテ
リーとして蓄積

指導基準となる講師向けの研
修指導要領の素案を作成

○ 研修内容整理表（第４階層
～第６階層）の作成

○ 第６階層の具体的内容の整
理

○ 研修指導要領（素案）として
とりまとめ

研修指導要領の整備 能力評価の仕組みの設定

標準テキストと研修内容整理
表との整合を図り、内容の見
直し及び新規作成

○ 研修内容整理表（第４階層
～第６階層）と整合を図る

○ 標準テキスト （第1階層～
第３階層） の見直し

○ 研修内容整理表（第４階層）
の標準テキストの作成

標準テキストの作成

eラーニングの設計

人的ネットワークの活性化

知識体系の整備

「防災スペシャリスト養成研修（有明の丘研修）」で実施している研修の講座の適正化を進め
るため、全10コースにコーディネーター各１名を配置

コーディネーターの配置

有明の丘研修のコースの内容の適正化を図るため、コーディネーターの意見を踏まえて講座
の見直しを実施

○ 有明の丘研修の単元の構成、学習目標、教える内容等の見直し

有明の丘研修（第１期、第２期）の講座の見直し

今年度の有明の丘研修の実施結果を踏まえて、次年度の有明の丘研修の講座の見直しに
係る検討を実施

平成29年度有明の丘研修（第１期）に向けての見直し

 

平成 29 年度の 

検討の流れ図を作成 
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１. 研修体系の検証・見直し等 

１.１ コーディネーターの配置 

「防災スペシャリスト養成研修（有明の丘研修）」で実施している研修の講座の適正

化を目的に、各コースに１名の防災研修コーディネーター（以下、「コーディネーター」

という。）を配置し、「防災スペシャリスト養成研修（有明の丘研修）」のコースの講座

の見直し及び研修指導要領や標準テキストの作成・監修等を行っていただいた。 

各コースのコーディネーターを下表に示す。 

 

表 １-１「防災スペシャリスト養成研修(有明の丘)」各コースのコーディネーター 

平成 29 年度コース名 コーディネーター（所属） 

①防災基礎 
牛山 素行 

（静岡大学 防災総合センター 教授） 

②災害への備え 

丸谷 浩明 

（東北大学災害科学国際研究所 教授、NPO 法人事業継続

推進機構 副理事長） 

③警報避難 
井ノ口 宗成 

（静岡大学 情報学部 行動情報学科 講師） 

④応急活動・資源管理 

宇田川 真之 

（阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター 研究部

研究主幹） 

⑤被災者支援 
田村 圭子 

(新潟大学 危機管理室 教授) 

⑥復旧・復興 

（旧：復旧復興） 

中林 一樹 

（明治大学大学院 政治経済学研究科 特任教授） 

⑦指揮統制 
林 春男 

（国立研究開発法人 防災科学技術研究所 理事長） 

⑧対策立案 
林 春男 

（国立研究開発法人 防災科学技術研究所 理事長） 

⑨人材育成 

黒田 洋司 

（一般財団法人 消防防災科学センター 研究開発部長 

兼 統括研究員） 

⑩総合監理 

（旧：総合防災） 

岩田 孝仁 

（静岡大学 防災総合センター 教授） 

※旧は、平成 28 年度のコース名 
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１.２ 有明の丘研修の講座の見直し 

有明の丘研修の研修内容の適正化を図るために、昨年度の研修結果や今年度発生した

災害対応の経験等を踏まえて有明の丘研修の講座の見直しを行った。 

 

（１）講座の見直しの方法 

有明の丘研修の第１期及び第２期の研修の実施前に、全コースについて、コーディネ

ーターを中心としたワーキンググループ等を通じて講座の見直しを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

№ 平成28年度第2期単元 平成29年度第1期単元 ⼿法 単元の概要

・ 防災・危機管理の基本的な考え⽅を説明できる。

89.67

・ ⾵⽔害のメカニズムとその被害について説明できる。

・ ⾵⽔害の防災対策の概要について説明できる。

73.50 ・ 地震と津波のメカニズムとその被害について説明できる。

・ 地震災害と津波災害の防災対策の概要について説明できる。

・ ⽕⼭のメカニズムとその被害について説明できる。

78.04 ・ ⽕⼭災害の防災対策の概要について説明できる。

90.18

・ ⾃然災害による⼈的被害の実態を説明できる.

・ 地域の災害特性を知ることの重要性について説明できる。

87.10 ・ 防災情報の種類や特性，情報を活⽤した避難のあり⽅について説明できる。

・ 防災活動全体の流れについて説明できる。

・ 防災活動の概要について説明できる。

84.44 ・ 防災活動に関連する法令の概要を説明できる。

・ 防災基本計画の内容を説明できる。

・ 地域防災計画の概要について説明できる。

80.90

・ 災害対応過程と態度について具体的な事例に沿って説明できる。

85.56

・ 研修受講の⽬的を再認識する。

・ 研修を通じて、学び、得たものを整理する。

86.98 ・ 研修を活かして次につなげることを認識する。

学  習  ⽬  標

1 防災基礎総論 防災基礎総論 座 防災・危機管理の基本的な考え⽅を学ぶ。

3
⽕⼭災害の

メカニズムと実態

4
⾵⽔害の

メカニズムと実態

2 防災⾏政概要

ハザードの

メカニズムと実態
座

ハザードのメカニズムと災害による被害、防災対策を
学ぶ。

6 災害法体系
防災⾏政概要

災害法体系

防災計画

座
防災活動全体の流れと個々の活動の基礎的な知識と
ともに、災害対策基本法・災害救助法などの災害関
連法の体系や防災計画の概要を学ぶ。

7

5
地震・津波発⽣の
メカニズムと実態

地域の脆弱性と

被害の実態
座

⼈的被害の実態や地域を知ることの重要性を理解し、
防災情報に基づく避難について学ぶ。

防災計画

8

災害対応過程と態度を学ぶ

9

10 全体討論 全体討論 演
防災⼒アップのため、災害対応の基本について学んだ
ことを、受講者が担当する業務にどのように反映させ
るのかを考える。

災害対応過程と態度を学ぶ 演
災害対応過程と態度について具体的な事例に沿って学
ぶ。

維持

維持

統合

維持

統合

統合

統合

統合

統合

新規

 

図 １-１ コース構成表（第１期）のイメージ（①防災基礎） 
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（２）有明の丘研修（第１期）講座の見直しの結果 

「有明の丘研修（第１期）」の講座は、昨年度の研修の結果等を踏まえて見直しを行

い、第１回企画検討会にて講座の見直し案が提示された。 

 

１）防災基礎 

 

２）災害への備え 

 

３）警報避難 

 

４）応急活動・資源管理 

 

５）被災者支援 

 

６）復旧・復興 

 

７）指揮統制 

 

８）対策立案 

 

９）人材育成 

 

１０）総合監理 
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第
３
階
層

第
４
階
層(

案
）

第
２
階
層

法制度・計画

第
１
階
層

災害対策

防災の基本理念 ／ 防災マネジメント

（6） （9）

（2）（1） / 

e-7
医療による
被災者支

援

e-2
災害救助法
と生活再建

支援法

e-6
避難所
運営の
実際

f-7
住まいの再建
（生活復興Ⅱ）

f-6
市街地の復
興まちづくり
（基盤復興Ⅱ）

f-3
公共基盤の

復旧
（基盤復興Ⅰ）

db c

e-8
多様な主体に

よる被災者支
援/被災者支
援の個別課題

e-9
生活再建支

援業務

組織運営
（15）

g-2
危機対応組織

のﾘｰﾀﾞｰの役
割Ⅰ「組織運

営」・「安全管理」

g-3
危機対応組織

のﾘｰﾀﾞｰの役
割Ⅱ「情報処
理」・「広報」

g-4/g-5
災害広報
（2単元）

e f

g-6
リーダー
シップ

g-7
トップにとっ
ての災害
対策本部

運営

c-3
警報等の

種類と内容

c-4
風水害

における
警報と避難

c-9
避難場所・
避難所の
適否判断

c-6
土砂災害
における

警報と避難

c-1
警報避難

総論

b-1
「災害への
備え」総論

b-4
地域の

自主的な
防災活動

b-8
防災教育

b-6
行政の
BCM

b-7
住民啓発・
災害教訓
の伝承

b-2
「災害への備
え」としての
地域防災計画

b-3
災害

ボランティア

地域の災害リスク
（3）

j-2
訓練・研修

の実際

j-4/j-5
訓練企画

運営実践Ⅰ
状況付与型
図上演習
（2単元）

e-1
被災者支援

総論

f-1
復旧復興

総論

j-1
人材育成

総論

g-1
指揮統制

総論

a-3
災害法体系・

防災計画
（検討中）

a-4
災害リスク
と被害想定

単
元

b-5
「災害への
備え」ワー
クショップ

b-9
企業防災

b-10
全体討論

c-10
全体討論

e-10
被災者支援
のタイムライ
ン策定/全体

討論

f-10
全体討論

g-10
全体討論

c-2
避難勧告等
の判断・伝達

c-5
風水害に

おけるタイム
ライン計画

c-7
土砂災害の
事例に学ぶ

j-3
訓練・研修
企画手法

j-8/j-9/j-10
人材育成
プログラム
作成演習

地域住民
の訓練を

含む

（3単元）

j-6/j-7
訓練企画

運営実践Ⅱ
討議型

図上演習
（2単元）

e-4
災害時要配慮

者のための
避難生活支援

f-9
復旧復興

演習
（復興計画の
策定体制）

g-8/g-9
指揮統制
の現状

（2単元）

g h i j

a-2
防災行政

概要

a-1
防災基礎

総論

c-8
避難場所・
避難所の

認定

a

i-2
地方公共
団体間の

相互応援と
受援計画

i-3
活動拠点・
環境の確

保

d-1/i-1
応急活動・
資源管理

総論

d-4/i-9
全体討論

i-5
救援物資
の調達

a-5
地震・津波の
メカニズムと

実態

a-6
風水害の

メカニズムと
実態

a-8/a-9
災害対応

過程と態度
を学ぶ

（2単元）

a-10
全体討論

h-2
計画立案

ﾌﾟﾛｾｽ

h-6/h-7
災害対応

計画の構造
(2単元）

h-3
地図による
状況認識の

統一

h-4/h-5
災害対策
本部運営
（2単元）

h-1
対策立案

総論

h-10
全体討論

i-4
資源管理

演習

②災害への備え ③警報避難
④応急活動・

資源管理 ⑤被災者支援 ⑥復旧復興 ⑦指揮統制 ⑧対策立案
④応急活動・

資源管理 ⑨人材育成①防災基礎

⑩総合監理

k-10
全体討論

k-3/k-4
被災抑止

政策
（2単元）

K-2
災害対応の

検証

k-5
防災政策

演習

k-6
組織内の
応急活動

政策

k-8/k-9
災害対策
本部体制

構築
（2単元）

k-7
組織外の
応急活動

政策

k-1
総合防災

政策

災害への
備え

復旧復興
被災者
支援

応急活動警報避難 対策立案 人材育成指揮統制 資源管理防災計画
災害

関連法
ハザード
の理解

地域の

脆弱性の
理解

（10） （12） （13） （14）（11） （19）（17）（16） （18）（8）（7）（5）（4）

演習 全体討論総論 座学第4階層の色凡例 新規・移動
有明の丘研修 研修の体系 （第１期）

f-8
地域産業の

復興と
雇用確保
（産業復興）

i-6+d-7
救援物資

の輸配送と
緊急輸送
路の確保

f-5
コミュニティ

再生
(社会復興)

e-3
避難所の

ライフ
サイクル

e-5
避難所のラ
イフサイク
ル（演習）

k

d-1/i-1
応急活動・
資源管理

総論

d-4/i-9
全体討論

d-3
災害廃棄
物処理

d-2
政府の

初動対応

f-4
見なし仮設

住宅

f-4
建設仮設

住宅

i-8
救援物資

ロジスティッ
ク

２単 元を１単元
にする（検討中）

a-7
火山の

メカニズムと
実態

h-4/h-5
応急期の政
府支援（消
防・自衛隊・
警察・海上保
安庁・TEC-

FORCE・
DMAT）
（2単元）

 

図 １-２ 研修の体系（平成 28 年度 第１期有明の丘研修）イメージ 

 

 

 

（３）有明の丘研修（第２期）講座の見直しの結果 

第４回企画検討会にて、第２期は第１期とほぼ同じ単元で実施することが提示され、

承認された。 

 

 

 

 

（４）平成 30 年度に向けた見直しについて 

 

 

 

第 6 回企画検討会の結果より整理する 
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１.３ 受講者アンケートの見直し 

「ADDIE モデル」及びカートパトリックの「4 段階評価モデル」を使って、防災スペ

シャリスト養成研修の改善の仕組みを設定した。今年度、評価するに当たっては、分析、

設計、開発、実施に対してアンケートおよびテストを使って評価し、改善を図った。 

 

（１）アンケートの見直しの考え方・方法 

改 訂
（Revise）

（Design）

コースの単元構成、各単元で教える内容
（学習⽬標、項⽬、内容等）やコース受講者の
前提条件、教材・ツールの要件を定義する。

• コース構成表
• 研修指導要領（知識の体系）
• 事前学習
• 人的ネットワークの構築

（Development）

要件定義に基づき、研修⼿法や
教材・ツールを開発する。
適切な講師を選定する。
• 研修手法
• 標準テキスト（教案）
• テストバッテリー
• 講師

（Implementation）

教材・ツール等を利⽤して
実際の研修を実施する。

• 集合研修
（有明の丘研修、地域別総合
防災研修、フォローアップ研修）

• eラーニング

（Analysis）

研修の要件や⽬的を洗い出し、
必要とされる能⼒（コンピテンス）を
明らかにし、研修のコースを編成する。

• 防災スペシャリストに求める人材像

• 求める能力

• コースの編成

（Evaluation）

研修全体や教材などの問題点を
洗い出し、改善を⾏う。

• アンケート

• テスト

個人/組織の能力評価 （評価表）

⽬標
何を⽬指すか

コース
何を教えるか

単元
どう教えるか

運営
研修をどう運営するか

 

図 「ADDIE モデル」 に基づく防災スペシャリスト養成研修の改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 研修の評価・改善の体系 （テスト及びアンケートの位置づけ） 

分析（⽬標） 設計（コース） 開発（単元） 実施（運営）
・防災スペシャリストに求める
⼈材像
・求める能⼒
・コースの編成

・コース構成表
・研修指導要領（知識の体系）
・事前学習
・⼈的ネットワークの構築

・研修⼿法
・標準テキスト
・テストバッテリー
・講師

・集合研修 （有明の丘研修、地
域別総合 防災研修、フォロー
アップ研修）
・eラーニング

単元毎
受講者 ①
講師 ③

コーディネーター ④
講師 ③

終了時
受講者 ②

コーディネーター ⑤
受講者 ②

コーディネーター ⑤

単元毎 受講者

終了時 受講者

レベル３
行動

アンケート
⼀定期間
経過後

平時

レベル４
結果

アンケート
⼀定期間
経過後

災害後

レベル1
反応

 

ADDIEモデル

４段階
評価モ
デル

アンケート 受講後

レベル２
学習

テスト 受講後

評価する内容
（改善の対象）

評価のツール・時期
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改 訂
（Revise）

（Design）

コースの単元構成、各単元で教える内容
（学習⽬標、項⽬、内容等）やコース受講者の
前提条件、教材・ツールの要件を定義する。

• コース構成表
• 研修指導要領（知識の体系）
• 事前学習
• 人的ネットワークの構築

（Development）

要件定義に基づき、研修⼿法や
教材・ツールを開発する。
適切な講師を選定する。

• 研修手法
• 標準テキスト
• テストバッテリー
• 講師

（Implementation）

教材・ツール等を利⽤して
実際の研修を実施する。
• 集合研修

（有明の丘研修、地域別総合
防災研修、フォローアップ研修）

• eラーニング

（Analysis）

研修の要件や⽬的を洗い出し、
必要とされる能⼒（コンピテンス）を
明らかにし、研修のコースを編成する。
• 防災スペシャリストに求める人材像

• 求める能力
• コースの編成

（Evaluation）

研修全体や教材などの問題点を
洗い出し、改善を⾏う。

• アンケート（レベル１）
• テスト（レベル２）

個人/組織の能力評価 （評価表）

⽬標
何を⽬指すか

コース
何を教えるか

単元
どう教えるか

運営
研修をどう運営するか

主体：ワーキンググループ

主体：企画検討会 主体：事務局

主体：講師、
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

 
 

図 テスト及びアンケートによる改善の対象と検討主体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 アンケート調査項目の設計 

 

 

※対象者ごと、評価時期ごとに、アンケート調査票を作成

ｱﾝｹｰﾄ
番号

対象者 評価時期
評価する内
容（改善の

対象）
設問項目 № 設問文

回答
方式

選択肢
過去実
施の有

無

通
番

学習目標の到達度 1 学習目標は達成できましたか。 単一選択

非常に達成できた
ある程度達成できた
どちらともいえない
あまり達成できなかった
全く達成できなかった

○ 1

理解のしやすさ・
分かりやすさ

2
講義の方法や進め方は、理解しや
すかったですか。

単一選択

非常に理解しやすかった
ある程度理解しやすかった
どちらともいえない
あまり理解しやすくなかった
非常に理解しにくかった

○ 2

（演習）取組のし
やすさ（班割の人

数等）
3

演習方法は適切で取り組みやす
かったですか。　（時間・作業・
班割等）

単一選択

非常に適切で、取り組みやすかった
適切で、取り組みやすかった
どちらともいえない
あまり適切でなく、取り組みにくかっ
た
非常に適切でなく、取り組みにくかっ
た

× 3

単元の満足度 4
本単元への満足度を100点満点で
評価してください。

点数評価 ○点／100点 ○ 4

5
テキストの視認性（見やすさ、分
かりやすさ）や分量は適切でした
か。

単一選択

非常に適切だった
まあまあ適切だった
どちらともいえない
あまり適切ではなかった
非常に適切ではなかった

× 5

6
視認性（見やすさ、分かりやす
さ）や分量について、ご意見、ご
要望があればお書きください。

自由回答 × 6

単元毎受講者①

○　：　該当あり
×　：　該当なし

標準テキスト

視認性
（見やすさ、分か
りやすさ）、分量

研修手法
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（２）アンケートの見直し結果 

 

 

 

 

 

（３）有明の丘研修（第 1期）を通じたアンケートの見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 見直したアンケート調査票（受講者アンケート（最終日）） 

 

（４）今後の見直しについて 
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１.４ 確認テストの見直し 

確認テストの設問ごとに平均点を算出し、正解率が７割未満の設問について設問が悪

いのか、研修の講義中に説明がされていなかったのかを調査し、ワーキンググループの

なかで、確認テストの見直しを行い、第２期から新しい確認テストを実施した。あわせ

て、研修指導要領の学習項目に記載がない設問も調査し、掲載がない項目について研修

指導要領に追加するかどうか検討した。 

また、確認テストの選択肢に、「分からない」を加えることで、理解が難しいところ

が明らかになるため、第２期の確認テストから、選択肢に「分からない」を追加して実

施した。 

 

（１）確認テストの見直しの方法 

 

 

 

 

 

 

 

（２）確認テストの見直しの結果 

 

 

図 研修指導要領の学習項目と確認テストの設問の比較 

（防災行政概要・災害法体系・防災計画） 

 

（３）今後の見直し・充実について 
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１.５ 地域別総合防災研修の検討 

今年度の地域別総合防災研修の実施結果から課題を洗い出し対応方針（案）を設定し、

企画検討会委員にご助言いただいた。来年度から本格的に地域別総合防災研修の見直し

を行う。 

 

（１）前年度からの改善事項 

 

表 １-２ 平成 29 年度地域別総合防災研修において実施した改善等 

№ 改善点 理由 改善内容 備 考 

1 講義内容の

重複をなくし

た 

H28 アンケートで、「防

災行政概要」の内容に

重複が多いとの意見が

多かったため 

・1 限目・2 限目の「防災行政」

では、他の単元で詳しく話す

内容については研修テキスト

に参照先（他の単元）を明示

し、それを説明するのみとし

た。 

・法体系 

・防災計画 

2 単元構成を

変更した 

H28 アンケートで、「法

体系」と「防災計画」に

ついてボリュームの割

に講義時間が短いとの

意見が多かったため 

・①「全体概要」75 分 

⇒60 分に変更 

・②「法体系」と③「防災計画」

合わせて 75 分 

⇒90 分に変更 

 

3 アンケートの

内容を見直し

た 

有明の丘研修のアンケ

ートの改善に合わせて

変更 

・「事前アンケート」「単元別ア

ンケート」「最終日アンケート」

の内容を見直した。 

（8月に実施した北海道以外） 

・「講師アンケート」を新たに実

施した。 

 

4 事前アンケー

トの集計結果

を講師に提

示 

よりよい講義に改善す

るために実施 

・研修前に、受講生への「事前

アンケート」の集計結果を講

師にメール送付した。 

 

 

 

（２）過去４か年の研修における受講実態の整理・検討 

 

 

 

 

 

（３）今後の検討の進め方について 
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２. 研修指導要領の整備 

２.１ 平成 29 年度版「研修指導要領」の作成 

昨年度作成した「研修指導要領」を基に平成 29 年度の第１期版・第 2 期版を作成し

た。第 2 期版については、構成の見直しを行った。 

 

（１）作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）作成結果 
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２.２ 第２章の内容およびレイアウトの見直し 

「第２章 各コースの概要」の「第３款 学習内容」の構成を「（１）単元構成と概

要」の後に「（２）身につける態度と技能」を設けて記載し、コースの単元毎の態度と

技能を最初に示したうえで、「（３）内容（単元ごとの学習目標、学習項目、具体的な

内容）」のなかで「知識」と「基本用語」を載せる形式に変更した。 

今後も実際に研修指導要領に基づき実施した研修の結果や社会的な要求等を踏まえ

て、継続的に改善を図る必要がある。 

 

 

 

 

   

 

 

図 研修指導要領 

 

（１）単元構成と概要 （２）身につける態度と技能 （３）内容（単元ごとの学習目標、 

学習項目、具体的な内容） 
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３. 知識体系の整備 

３.１ 検討の方法 

平成 28 年度に作成した、より効果的で標準的な研修のあり方を検討することを目的

に、防災スペシャリストが身につけるべき能力（知識・技能・態度）を網羅的・体系的

に可視化した「防災スペシャリストに求められる知識体系」（以下、「知識体系」とい

う。）の素案を基に、防災基本計画や防災白書等の内容を参考に、足りない項目の候補

を洗い出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 知識の体系（平成 29 年度版） 

 

 

 

３.２ 今後の見直しについて 

 

第 6 回企画検討会の結果より整理する 

 

 

 

1 2 3 4 5

地域の災害リスク ハザードの理解 ハザードのメカニズム 地震

火山噴火

豪雨

台風

竜巻

豪雪

災害の実態 地震災害

津波災害

火山災害

洪水害

土砂災害

高潮災害

暴風による災害

竜巻による災害

雪害

地域の脆弱性の理解 曝露

脆弱性

災害リスクの評価 リスクの同定　（災害リスクの特定）

リスク評価

被害想定

ハザードマップ

災害リスクへの対応 対策計画の作成

対策計画の進捗管理・評価

法制度 災害対策基本法

諸法 災害救助法

被災者生活再建支援法

激甚災害法

南海トラフ地震対策特別措置法

首都直下地震対策特別措置法

大規模災害からの復興に関する法律

その他

防災計画 防災計画の体系と法的位置づけ

防災基本計画 防災基本計画の概要

地域防災計画 地域防災計画の概要

業務継続計画

受援計画

地区防災計画

災害対応マニュアル

防災計画等の活用

平時の災害への備え 被害抑止対策 国土保全の諸対策

土地利用・建築規制

施設・設備の耐震化

予測・観測の充実・強化

公助による被害抑止対策

法制度および計画

防災の基本
理念/防災
マネジメント
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４. 「能力評価」の仕組みの設定 

４.１ 検討の進め方 

今年度は、過去 4年間の研修の実態を把握し、下記の現状の課題への対応策を検討す

る。 

・ これまで実施している研修の効果の分析がされていない。（これまでのアンケー

ト、テスト結果の分析が不十分） 

・ 個人（受講者）が同定されていないため、個人ごとの能力の習得状況を把握でき

ない。 

・ 受講者の所属組織に対する研修の効果について、その内容及び測定手法の検討が

必要。 

 

４.２ 過去４か年の研修の実態把握 

平成 26 年度以降の、有明の丘研修 第１期・第２期、地域別総合防災研修の受講者を対

象に、受講状況、修了状況、テスト結果などを所属機関や所属部署、都道府県ごと等に整理

した。 

 

 

  

図 ４-１ 過去の受講者データの集計結果 
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４.３ 今後の検討の進め方について 

引き続き課題の抽出を行うとともに、明らかになった課題への対応策を検討・実施し、

研修の改善を図る。また、研修受講後の実態調査の手法について検討を進めたうえで、

研修の能力評価の仕組みの検討後、研修の枠組みを越えた能力評価の仕組みを検討する。 

 

 

 

 

能⼒評価（個⼈／組織）の仕組みの検討

「防災スペシャリスト養成研修」における
能⼒評価の仕組みの検討

「防災スペシャリスト養成研修」の能⼒評価に向けた調査・検討
• これまでの受講者の属性、受講状況等の把握
• これまでのアンケート・テストの結果分析
• 受講者データ管理の検討
• 研修受講後の実態調査（アンケート、ヒアリング）⼿法の検討 等

 

図 検討の進め方 
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５. e ラーニング「事前学習」の開発・試行 

これまでメール送付で行ってきた事前学習を、今年度は e ラーニングで実施する。実

施にあたって、e ラーニングの受講の流れや取得できるログの結果の活用を検討し、企

画検討会にてデモを実施後、試行的に警報避難コースで実施した。試行の結果を元に、

ログの集計を行い、課題の整理、次年度に向けての対応方針（案）を検討した。 

 

５.１ 設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 e ラーニング 「事前学習」 の設計（概要） 

研修受講申し込み

LMSの会員登録

講座を受講

講座を修了

事務局受講者

答え

受講確定通知
事前学習の案内

有明の丘研修受講

問題を解く

正解

＝満点

≠満点

受講状況の管理
問合せ対応

学習状況等 の分析

コーディネーター・講師
に分析結果を提供

講義等での配慮
分析結果

テスト

不正解

未

• アンケート
• 修了証

コースごと

解説を
⾒る

解答
状況

全問解答済み

点数

テスト実施ごとにランダム
に問題を組み合わせて出題

• スライド学習

受
講

教
材
・
運
営
等
の
改
善

① 何について学ぶのかを知る
② 何が分からないのかを知る
③ 受講に必要な最低限の知識を⾝につける

⽬的
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図 e ラーニング 「事前学習」 全体の流れ 

 

Bookrollサイトｅラーニングサイト
（LMS)

トップページ

テスト
ログインページ

共通問題①※

・テスト

・アンケート

・修了証

共通問題②※

・テスト

・アンケート

・修了証

個別問題
（警報避難）

・テスト

・アンケート
・修了証

• 試行である旨を明記
• 受講期間（1/22～2/4までの2週間）
• ログイン用のユーザID、パスワード
• ｅラーニング「事前学習」
説明のページのURL

補助教材

・研修指導要領

・標準テキスト

防災スペシャリスト養成研修 ホームページ

ｅラーニング「事前学習」

（１）全体の流れ

受講について
（ログイン誘導ページ）

テスト
ログイン

補助教材
ログイン

トップページ

補助教材
ログインページ

事前学習の案内を
メールで通知

・送付は1/22頃を予定
事務局受講者

受講のお願い 困ったときは

トップページ

ログの集計

問
い
合
わ
せ
対
応

コーディネーターに集計結果の提供

講師に集計結果の提供

警報避難コース 研修当日

補助教材へのマーカー、
コメントのログ

テスト結果、
アンケート結果のログ

※ LMSの単元数の制限により共通問題が①と②の
２つに分かれています。

同
時
に
閲
覧
可
能

受講 2/4まで

メール本文 掲載事項

（1/31 未受講者に
リマインドメール送付）
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５.２ 実施 

1 月 22 日から eラーニング「事前学習」を実施した。 

警
報
避
難
コ
ー
ス
当
日

受講者

講師

コーディ
ネーター

事務局

⑪アンケート・
ヒアリング結果
の取りまとめ

3/5~3/15

3/1・3/2
⑧ヒアリング
（単元終了後）

⑩アンケート
の回答（最終日）

3/2

④ログ確認・
助言

2/14

⑤アンケートの回答
2/14~2/21

①受講
1/22~2/4

⑥ログ・講義資料等への反映
2/15~2/28

⑦アンケート集計
2/21~2/28

②受講者対応（問い合わせ（計８件）への対応含む）
1/22~2/28

③ログの集計
2/5~2/15受

講
の
通
知

1/22

リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル
送
付

1/31
ア
ン
ケ
ー
ト
の
送
付

2/14

ロ
グ
の
送
付

2/15
ロ
グ
の
送
付

2/14

回
答

助
言

回
答

回
答

回
答

3/1・3/2

⑨ヒアリング
3/1・3/2

１月 ２月 ３月

＜問い合わせの概要＞
• ログインできない
• 職場のセキュリティにより、 FLASHの部分が表⽰されない
• 教材を開くとエラーメッセージが表⽰される 等

59⼈中56⼈回収 回収率：94.9%

 

図 実施の流れ 

 

５.３ 実施結果 

（１）受講状況 

対象者 64 人中 54 人が共通問題①、②、個別問題（警報避難）のテストを修了した。 

 

56

54

54

1

8

9

10

合計 64

合計 64

合計 64

10 20 30 40 50 60 70

共通問題①

共通問題②

個別問題（警報避難）

修了者 未終了者 未受講者

(⼈)

 

図 テストの修了状況 
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（２）ログの集計結果 

ログを集計し、単元毎の正解率や設問の正解回数ごとの人数を整理した。 

 

3．単元ごとの正答率

3-1．テスト「共通問題①」の単元ごとの正答率

No 単元名 正答率 誤答率 正答数 誤答数 合計

1 防災の基本理念 83.6% 16.4% 56 11 67
2 防災マネジメント 65.9% 34.1% 56 29 85
3 地域の災害リスク 84.8% 15.2% 56 10 66
4 ハザードの理解 58.3% 41.7% 56 40 96
5 地域の脆弱性の理解 86.2% 13.8% 56 9 65
6 法制度・計画 75.7% 24.3% 56 18 74
7 災害関連法 71.8% 28.2% 56 22 78
8 防災計画 80.0% 20.0% 56 14 70

テスト「共通問題①」の中で正答率が80%未満の単元は、ハザードの理解（58.3%）、
防災マネジメント（65.9%）、災害関連法（71.8%）、法制度・計画（75.7%）であっ
た。

テスト「共通問題①」の単元ごとの正答率

テスト「共通問題①」の単元ごとの正答率

83.6%

65.9%

84.8%

58.3%

86.2%

75.7%

71.8%

80.0%

16.4%

34.1%

15.2%

41.7%

13.8%

24.3%

28.2%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災の基本理念

防災マネジメント

地域の災害リスク

ハザードの理解

地域の脆弱性の理解

法制度・計画

災害関連法

防災計画

正答率 誤答率

合計 67

合計 70

合計 74

合計 65

合計 96

合計 66

合計 85

合計 78

：正答率が70%未満

70%

：正答率が70%未満

 

4．設問文の誤答回数ごとの人数

4-1．テスト「共通問題①」の単元の設問の誤答回数ごとの人数

(1) 単元「防災の基本理念」の設問の誤答回数ごとの人数 ※１

　　　※１ 設問ごとに解答者の誤答の回数をカウントし、誤答回数の区分ごとに人数を集計した

No 設問　（ ）内は設問の正解
初回で

正解※２

誤答
１回

誤答
２回

合計

1 ⽇本の防災の基本理念は、災害対策基本法に規定されてい
る。(○) 14 2 0 16

2 ⽇本の防災の基本理念は、災害救助法に規定されている。
(×) 5 0 0 5

3
災害対策基本法の基本理念の⼀つに、「災害が発⽣した場合
における被害の最⼩化と迅速な回復を図ること」が規定され
ている。(○)

14 2 0 16

4

災害対策基本法の基本理念の⼀つに、「住⺠⼀⼈⼀⼈が⾃ら
⾏う防災活動及び地域における多様な主体が⾃発的に⾏う防
災活動を促進すること」といった「公助」についての考え⽅
が規定されている。(×)

4 2 0 6

5
災害対策基本法の基本理念の⼀つに、「災害に備えるための
措置として、被害の発⽣を抑⽌するためのハード対策を重点
的に講ずること」が規定されている。(×)

7 4 0 11

6
災害対策基本法の基本理念の⼀つに、「⼈材、物資その他の
必要資源を適切に配分することにより、⼈の⽣命及び⾝体を
最も優先して保護すること」が規定されている。(○)

11 1 0 12

 単元「防災の基本理念」の中で誤答１回の⼈数は、設問No.5：4⼈、設問No.1：2
⼈、設問No.3：2⼈、設問No.4：2⼈、設問No.6：1⼈であった。誤答が２回以上の
設問はなかった。

単元「防災の基本理念」の設問の誤答回数ごとの人数

単元「防災の基本理念」の設問の誤答回数ごとの人数

※２ 初回で正解：設問に初回で正解した⼈の数（誤答０回の⼈数）

2

2

2

4

1

14

5

14

4

7

11

設問No.1

設問No.2

設問No.3

設問No.4

設問No.5

設問No.6

51015

15 10 5 0 5 10 15
初回で正解 誤答 １回 誤答 ２回

合計 16

合計 16

合計 5

(⼈)

合計 6

合計 11

合計 12

単位：⼈

 

図 ログの集計結果 

 

（３）受講者アンケートの結果 

受講者には、テスト修了直後と、受講期間終了後、研修の最終日の３回に分けてアン

ケートを実施し、結果を集計した。 

 

 

  

図 テスト終了後 メール送付によるアンケートの集計結果 



 

24 

 

（４）講師へのヒアリング結果 

講師には、研修での講義前または講義後に 10 分程度お時間いただき、ログ集計結果

の活用状況や、改善点などをご指摘いただいた。 

 

（５）コーディネーターへのヒアリング結果 

コーディネーターには、研修当日にお時間頂き、テストの設問の作成のしやすさ、今

後の課題等のご意見をいただいた。 

 

５.４ 次年度の実施について 

 

第 6 回企画検討会の結果より整理する 
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６. 「標準テキスト」の整備 

研修の体系の見直しに伴い、新設された単元や、学習目標が変更になった単元

について、標準テキストを作成・修正したほか、法律や計画等の改定に合わせた

時点修正を行った。 

 

  

図 ６-１ 標準テキスト第４階層（①防災基礎の一部） 

 

 

  

 

図 ６-２ 総論用のコース概要説明用スライド（①防災基礎） 
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７. 人的ネットワークの活性化 

有明の丘研修及び地域別総合防災研修等の改善に係る検討を通じて人的ネットワークの

構築について検討を行った。 

（以下、29 年度の企画検討会において議論された委員の意見を整理したものを示す） 
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８. 今後の課題 

８.１ まとめと今後の課題 

 

○研修体系の検証・見直し等 

 

○研修指導要領等の整備 

 

○知識体系の整備 

 

○「能力評価」の仕組みの設定 

 

○e ラーニング「事前学習」の開発・試行 

 

○「標準テキスト」の整備 

 

○人的ネットワークの活性化 
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８.２ 次年度以降の検討項目 

 
 

 
 

１．研修体系の見直し・検討 

「有明の丘研修」、「地域別総合防災研修」、「フォローアップ研修」をより適切かつ

効果的に研修を実施するために、過去５ヶ年の研修の成果や課題を踏まえて見直し、

改善を図るべきである。また、継続的に安定して研修を実施するための企画運営体制

のあり方についても検討が求められる。 

２．研修指導要領及び標準テキスト等の整備 

研修体系の見直し結果を踏まえて平成 30 年度版の「研修指導要領（案）」を作成し、

有明の丘研修を通じて検証・改善を図るとともに、「研修指導要領」の作成・見直し

に合わせて、その構成や内容と整合するよう継続的に「標準テキスト」を作成・見直

しする必要がある。また、「研修体系」の第１階層、第２階層や「地域別総合防災研

修」、「フォローアップ研修」について、その指導内容や研修のあり方について整理す

る必要がある。 

研修指導要領を中心に、研修の実施に係る各種資料の位置づけや資料間の関連性に

ついて体系的に整理するとともに、今後の展開に資する基本事項として取りまとめる

必要がある。 

３．知識体系の整備 

現在の「知識体系（案）」を基に、継続的に内容の強化・充実を図るべきである。 

４．能力評価（個人/組織）の仕組みの検討 

過去５ヶ年の研修成果を踏まえて研修の効果測定手法を検討したうえで、効果測定

を行うとともに、適切な測定をするためのテストやアンケートの内容や方法、評価の

仕組みについても検討する必要がある。 

５．eラーニングの開発・運営 

平成 29 年度に試行的に実施した eラーニング「事前学習」（「警報避難」コース）

の結果を踏まえて、より効果的な仕組みとなるよう改善するとともに、運用の拡充を

図る必要がある。 

６．人的ネットワークの活性化 

研修の機会を利用し、人的ネットワーク形成の強化・充実を図るほか、その他の交

流の場や機会のあり方についても具体的に検討し、活性化を促進する必要がある。 


